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本教育研荒所は発足以来，いくつかの研究を取り上げ，地道にこれと取り組ん
できた。そして，そ.の多くは全県を対象とした調盗研究であったu しかしζの
たび公刊する研究紀要第十二集は，とれらとおもむきを具にしているっとの研
完は表題にもあるように，具体的なある特定の教育現場をモデルケ pースとし
て，具体的な学習指導の実際を取り上げて笑験的にそめあり方を焚明しよう 主
したものである。このために昭和28年以来小・中ーケ校施の実験学校を指定し
て，この研究に研究所及び実験学校の協同研究体制をもって臨んだのである。
教育の現場には，その解明に困難をきたしている問題が多くある。そのうち
具依的な学習指導に関する問題はj すべての教師が当面する共通の問題であ
り，現場に対して最も直接的且つ緊急重要な問題である。本教育研究所が，あ
る意味で研究室の一部を現場の学校広移して，教師と共に学習指導の実際場面
に飛び込み，具体的な婆の中で，実証的に問題の解明に当ったことは，教育現
場と研究所Lの結びつき?の点から，また研究所の今後の方向に関する点からも大
きな意味があると信じている。
ところで，このような研究には多くの困難がある。一日一日が生成発展の過
程であ，るべき子どもを対象とする1学校教育において，マイナスの影響を子ども
に与える実験は許きれない。また失敗による単なる繰り返しも許きれないっこ
うしたことから， 一日一時間が真鍋勝負というこの実験的研究に，所員も実験
学校職員も大きな苦労があった?。しかもこの種の研究の資料も少し一つ一つ
が新分野の開拓のようなこの研究は，その過程において試行錯誤的なシグザグ
もあり，時間的予算的!な制約も大きく響いて， 苦労の割に酬ネられる犬きな~
巣も期待できなかったうらみもあった。
しかL，た之え期待どおりの成果が得られなかづたにせよ，この研究の意図
するものは今後の研究所並に教育現場の研究に，一つの示唆を与えないで、はい
ないだろう。われわれはこの研賞を契機として，一段と教育現場の科学的実験
的な併抗に探く突き進むつもりである3 そして，眼に見えないようなささやか
な研究の累積が，やがて，教育現場の混迷を少しでも打開することに役立つだ
ろうと信じている。
教育の現場をあずかる各学校においても，この研究の方法を手がかりとし
て，足下の問題の科学的解明に一層の努力を傾注されるならば，われわれとし
ては，この上ない幸いである。そしてこうした研究を通して教育研究所と教育
の現場が， しっかり手を結んで教育界の向上に活進することを期待し希ってい j 
るものである。
おわりに，この研究に多くの犠牲を払いつつ，全面的に協力し，執筆の労ま
でとってくださった西蒲原郡和納小学校・中蒲原郡阿川中学校の職員の皆さん
に深甚なる謝意を表したい。
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